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研究成果の概要（和文）：本研究で扱う子どもの「学力」は，単に知識や技能の習得の問題だけではなく，本人を取り
巻く周囲の状況や問題解決の場，対象との関係性，および本人の心の状態により引き出されていく総合的な行動体制と
捉えている。そうした視点から，どのようにして子どもの学力を育てるか，という学力育成環境のあり方について，様
々な分析手法により横断的・縦断的に検討し，実際の教育現場で活用可能なモデル構築を行った。

研究成果の概要（英文）：The definition of academic ability of human beings is the holistic cogitative 
faculty which will be developed through the interaction between man and his/her environment. The purpose 
of this study was to clarify the way to develop the academic ability in the cross-sectional way and the 
longitudinal way.

研究分野： 測定心理学

キーワード： 子ども　学力　育成　プログラム　開発　実践
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１．研究開始当初の背景 
子どもの学力を育てることによって学習

者の問題解決能力にどのような影響や効果
が認められるのかについては，国内外を問わ
ずこれまで多くの研究がなされてきた。その
研究成果は，心理学，認知科学，教育学，工
学教育，情報科学，そして芸術など様々な領
域で報告されてきている（ハイ・アビリティ
研究, 情報処理学会研究報告，教育心理学研
究など）。総じて言えば，学力は価値ある個
人的・社会的成果をもたらす能力と捉えられ，
PISA（学習到達度調査）の調査結果で示され
たように，新たな生産性と問題解決に貢献す
る能力（キー・コンピテンシー）として注目
されていると言えよう。しかしながら従来の
研究の論点は，各領域固有の知識技能を個別
に学ぶことに焦点が置かれる傾向が強く，そ
のため教科をまたいだ学習や教科外の多様
な学習体験を通した間接的な学びによる柔
軟な学ぶ力の伸長という視点での検討が不
十分であった（ワイナー,2001; ヘーラ
ー,2007）。そこでの問題性として，学力とい
う能力の存在の前提のもと，いかにそうした
能力を効率よく獲得するかといった調査・研
究に終始する傾向が強い点があげられる。そ
のため経年的な生きる力の育成や学習の能
力を伸ばす環境構築，更には学力の評価とい
った点で困難な状況を招いている。こうした
問題に対し研究代表者および研究分担者は，
一貫して本人を取り巻く周囲の状況や問題
解決の場，対象との関係性，および本人の心
的状況により学力が引き出されていくこと
を前提に捉えていく必要がある点を提唱し
ている（例えば，村木,2008; 渡部,2007；北
村,2007）。本研究はこうしたこれまでの研究
成果を最大限取り入れながら，子どもの学力
を横断的・縦断的に検討し，更には量的・質
的分析方法によって多角的に捉えなおし，体
系的なモデル構築を行うことを意図してい
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１：研究の全体像 
 

２．研究の目的 
(１) 学力の構造解明 

①国内外の文化・自然・科学・スポーツ・
芸術等の領域のエキスパート（就学前段
階から社会人まで）を対象とした調査， 

②小中高生の教員を対象とした自由記述

およびインタビュー調査，を継続して縦
断的かつ領域横断的に実施することに
より学力の構成要因を明らかにする。そ
の上で，学力の伸長に作用する心理的・
環境的要因の詳細について分析し，学力
の構造解明とモデル化を行う。 

(２) 学力測定評価および育成環境に関する
検討 
上記１で構造化された学力について測定

評価可能な尺度や学力評価について検討す
る。また，家庭や授業等の中で学力育成の支
援となるメディア活用技術・環境について検
討を行い，教育現場で活用可能な学力育成プ
ログラムおよび学力育成環境の整備の在り
方について明らかにする。 
(３)教育現場での実践と検証 

上記で解明される学力育成プログラムお
よび環境を実際の授業や家庭等で実践し得
る条件整備について検討を行い，その有効
性・妥当性の検証を試みる。その上で，学力
育成支援のプロトタイプとして提言にまと
め発信する。最終的には，平成２６年時点で
出版を行い，日本における学力育成環境の新
しい在り方についての具体的なモデルを提
言することを構想している。 
 
３．研究の方法 

学力を発揮しつつある人々の体験の詳細
について約100名を対象とし多角的な方法論
を用いた調査により分析を行う。同時に，調
査対象者の関係者についても必要に応じて
調査を行い，本人を取り巻く環境要因の視点
から，学力が発現する文脈について分析を行
う。また学力開発プログラムと学力評価ツー
ルを考える上で必要な理論的枠組みの検討
を行う。更に，学力構造化に向けた縦断的・
横断的研究を継続して行い，学力の構造化を
通したモデル構築を行う。同時に学力開発プ
ログラムおよび評価ツールの検討を行う。以
上野の研究成果に基づき，学力育成モデルの
有効性・妥当性を検証する。その成果を提言
にまとめて発信する。 

 
４．研究成果 
本研究では，就学前・初等・中等・高等教

育における学力育成環境のあり方について，
量的および質的な分析手法により横断的・縦
断的に検討し，体系的なモデル構築を行うこ
とを目的とし，研究を実施した。特に従来の
子どもの学力に関する研究が，知識や技能の
習得に焦点が当てられたものが多く，学力育
成の意義や評価まで含めた多領域に渡る育成
環境の体系化に関しては未だ明らかにされて
いないという重要性の認識のもと研究を実施
した。本研究で取り組んだ成果は，単に学校
教育現場における教科教育において学力が発
現する文脈を取り上げるのではなく，スポー
ツ，科学，芸能といった学校教育以外の文脈
も視野に入れた，様々な領域における学力体
験の詳細に関する調査が行われた点がまずあ
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げられる。小学校，中学校，高等学校，大学
における学習方略に焦点を当てた学力に関す
る調査，および卓越したパフォーマンスを発
揮するスポーツ選手，芸能のエキスパート，
そして障害児者支援の現場等における調査を
実施し，学びの体験に傾倒していく過程と自
律的に学びを継続する心理的体験に学力の構
造化の手がかりを見出している。具体的には
自律性，創造性および多様性を柱とする学ぶ
行動体制の確立である。自律性とは、自ら意
味を見出して取り組む心的状態である。創造
性とは，基礎基本の習得を前提とした探索的
な課題解決力である。多様性は，柔軟な発想
力や多義的な視点の活用，他者との協調性と
いった力を意味している点が明らかとなった
。したがって，こうした学力を育成する上で
は，熟達化段階に応じた刺激体験の蓄積と，
そうした体験を可能とする指導的かかわり，
および学習環境の提供が重要である点が示唆
された。 
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〔産業財産権〕 
○出願状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
○取得状況（計０件） 
 
名称： 
発明者： 



権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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